参考資料　文字コードについて

・現在使われている文字コード

　ASCIIコード：半角英数文字

　JISコード：電子メール転送などに使用

　シフトJIS ：主にWidowsやMacitoshで使用

　EUC：主にUIXで使用

　Uicode 

・ASCIIコード（１９６３年）

　情報交換用米国標準コード

　英数字をコード化

　９６個の大小英文字，数字，特殊文字と３２個の制御文字を含めて１２８個の文字を７ビット符号で表した。

・JIS X0201 

　日本のパソコンは独自の８ビット文字コード 

　最大256種類の文字 

　文字セットにカタカナを含む

・JIS C 6226 （１９７８年）（旧JIS）

　JISが漢字のエンコード方式を定める。

　1文字を16ビットデータにコード化

　最大65,536文字の管理が可能

　第1水準漢字、第2水準漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字、数字、特殊文字、ロシア文字に割り当てられる。

　１９８３年 ほぼ現行に（新JIS）

　JIS X 0208

・ASCIIコードとJISコード

　例「49,53,3433,3B7A」 

　「49,53,34,33,3B,7A」

　JIS X0208は全角文字の先頭に「ESC$B」という文字を挿入してコード化

　「エスケープシーケンス」

　「49,53,1B,24,42,34,33,3B,7A」

　1Bは「ESC」、24は「$」、42は「B」に対応

・シフトJIS

　（マイクロソフト漢字コード）

　 JIS X0201では80～9FとE0～FCのブロックが未使用になっていることに目をつけ、ここに漢字セットを配置

　エスケープシーケンスが不要 

　多くのアプリケーションなどで取り入れられる 

・EUCコード

　UIX系OSで使用

　Exteded Uix Code(拡張UIXコード)の略

　シフトJIS同様、JISコードの変形バージョン

・Unicode

　国際統一文字コード体系

　Apple、IBM、Microsoftなどが提唱

　1文字を2バイトでコード化、65536文字

　日本や中国、韓国、台湾などの各国のオーバーラップする文字を共有すると2バイトで十分対応

　日中韓の漢字を統合したCJK統合漢字セット（20902文字）

　ハングル、ギリシャ、多くの文字を含む

・Unicode　【ユニコード】 

　Apple社、IBM社、Microsoft社など米国の情報関連企業が中心となって提唱し、1993年に国際標準化機構(ISO)でISO/IEC 10646の一部(UCS-2)として標準化された文字コード体系。

　すべての文字を16ビット(2バイト)で表現し、1つの文字コード体系で多国語処理を可能にしようとするもの。世界の主要な言語のほとんどの文字を収録している。

　2バイト表記では最大65536文字しか収録できないため、中国語・日本語・韓国語で同じ意味や同じルーツの漢字はすべて同じ文字とみなし、同じコードを割り当てる統合作業(ハンユニフィケーションと呼ばれる)が行われ、文化の違いを無視したものだとの反発を招いている。

　Unicodeは、最初の規格が策定された後にハングル文字の追加や異体字表現方式の策定が行われ、部分的に3バイト以上を使用する体系に変化している。このため、現在はUnicode全体は4バイトで定義(UCS-4)されている。

